
浅野：改めまして浅野でございます。本日は 2025年 3月期第 2四半期の決算説明会にご参加いた

だき、誠にありがとうございます。また、オンラインでご参加いただいております皆様にも御礼申

し上げます。 

 

それでは早速ですが、ご説明に入りたいと思います。まず、エグゼクティブサマリーです。5ペー

ジへお進みください。2024年度上期の売上は対前年比 114.0%の 2,424億円、営業利益は対前年比

131.6%の 445億円、四半期利益は対前年度 117.2%の 260億円で、大幅な増収増益。売上高、営

業利益、四半期利益ともに過去最高を達成いたしました。売上は、試薬売上の伸長や新興国の成長

機会の獲得により、全地域で増収を達成し、ビジネスは好調に推移いたしました。営業利益は、試

薬売上の伸長によるプロダクトミックスやコストダウンにより、原価率が改善し、大幅な増益を達

成いたしました。 

2024年度の通期業績予測につきましては、上期の営業利益が大きく上振れて着地したことを鑑

み、通期の営業利益を 30億円上方修正し、900億円といたします。引き続き、各地域での試薬売

上の高い伸長に加え、欧米で開始した血液凝固分野の自社ブランドでの販売効果、新興国での高い

伸長など、グローバルでの成長を見込んでおります。 



 

これより決算概要についてご説明します。 

7ページへお進みください。まず決算総括です。売上は、ヘマトロジー分野の XRシリーズが 1Q

から引き続き好調に推移したことや、インドやブラジル、サウジアラビアなどの新興国の成長によ

り、全地域で増収を達成いたしました。為替の追い風もあり、対前年 14%増の 2,424億円とな

り、過去最高の売上高を達成いたしました。 

営業利益についても、増収による粗利の増加に加え、プロダクトミックスやコストダウンなどによ

り原価率が改善し、対前年 31.6%増の 445億円となり、こちらも過去最高を達成しました。為替

の影響を除きましても、売上高は対前年比 108%、営業利益は対前年 115%と、ビジネスは好調に

推移いたしました。 

また、四半期利益は対前年 17.2%増の 260億円となりました。 



 

8ページへお進みください。このスライドは、事業別・分野別の売上状況です。ヘマトロジー分野

においては、XRシリーズを導入した地域や、新興国で大きく伸長いたしました。血液凝固分野や

免疫分野も試薬の売上が好調に推移し、大幅増収となりました。メディカルロボット事業は、後ほ

どご説明いたしますが、堅調に伸長し増収となりました。 

 



9ページへお進みください。次に、地域・品目別の売上増減要因です。各地域の詳細は、後ほどの

スライドでご説明いたしますが、現地通貨ベースで、枠に囲ったところですが、中国、EMEA、日

本で 2桁に近い成長、アジアパシフィックは特に好調で、対前年 14.3%増と大幅な増収を達成いた

しました。米州は、機器売上が一時的に減収になり、少し弱い成長となりましたが、下期には回復

する予定です。 

品目別では、機器は後ほどご説明いたしますが、一時的要因により、対前年減収となったものの、

XRシリーズの導入効果や、拡大する新興国の需要獲得により、リースでの設置なども含め、設置

台数は増加し続けております。この結果、試薬は大幅な増収となっております。 

 

10ページへお進みください。ここより、地域別のトピックスについてご説明いたします。まず、

米州ですが、機器売上は尿分野の前年度大型案件の反動や、顧客施設においてコロナパンデミック

で滞っておりました大型施設の設置が優先的に進んだことから、既に当社受注済みにもかかわら

ず、当社システムの設置に遅延が生じ、上期は減収となりました。しかしながら、既に多くの受注

残を抱えておりますし、米国におけるヘマトロジー分野のリテンション率はほぼ 100%、案件の勝

率も約 90%と圧倒的な強さを維持していることから、下期からの回復を見込んでおります。 



一方、試薬売上は、機器の設置台数増加により 2桁伸長し、増収となりました。また、アルツハイ

マー病検査関連試薬も堅調に推移しておりまして、上期で 2.2MUSDの売上となりました。 

 

11ページへお進みください。次に EMEAにつきましては、ヘマトロジー、尿、血液凝固分野の試

薬が好調に推移し、増収となりました。機器売上は尿分野において、イタリアでの直接販売への切

り替えに伴い、一時的に減収となりましたが、XRシリーズの販売が好調なヘマトロジー分野や、

直接販売を開始した血液凝固分野が順調にスタートを切り、伸長いたしました。 



 

12ページへお進みください。中国におきましては、機器は 1Qの影響もあり減収となりました

が、2Q単独では前年度に近いレベルにまで回復いたしました。 

2023年度に現地生産を開始したヘマトロジー分野の中小型モデル XN-Lシリーズの販売台数が大

幅に増加した他、尿分野においても、同じく現地生産品であります UFシリーズ、並びに UCシリ

ーズの販売が伸長しております。また、今年度 1Qに出荷を開始した血液凝固分野の現地生産品に

つきましても、2Qから販売台数が伸長しておりまして、機器売上は回復基調にあると考えており

ます。 

試薬は、ヘマトロジーや血液凝固分野を中心に好調に推移し、増収を達成いたしました。 



 

13ページへお進みください。このスライドは中国における検体検査の状況についてご説明してい

るスライドです。試薬売上が非常に好調な背景として、病院数および外来患者数の増加が挙げられ

ます。当社が高いシェアを維持しております 3級病院におきましては、その数は現在も増加してお

ります。また、各病院の外来患者の数も増えており、その結果、外来患者数の 6から 7割を占める

3級病院全体で患者数が増加しております。統計によれば、例えば 1から 4月で対前年 18%増加し

ており、その結果、われわれの検査試薬も増加しております。今後も検査数の増加は見込まれると

考えております。 

一方、下の方にお示している、従来より展開されている各種政策につきましては、順次対応を進め

ておりまして、今後、DRGなど医療制度の変更につきましても、モニタリングしながら、しっか

りと対応していきたいというふうに思っております。 



 

スライド 14へお進みください。アジアパシフィックにつきましては、各国政府の医療インフラ投

資が継続しており、機器、試薬、サービスともに好調で、2桁伸長を達成いたしました。特にイン

ドは好調で 30%を超える成長となっております。 

機器は、ヘマトロジー分野でオーストラリアやタイなどを中心に伸長した他、インドでは大型案件

を獲得した尿、血液凝固分野も伸長いたしました。 

試薬につきましても、各地域の機器設置台数が増加したヘマトロジー分野に加え、免疫分野も好調

に推移いたしました。アジアパシフィック地域は存在感がある規模となってきており、当社の今後

の成長を牽引する地域として好調な推移が期待されます。 



 

15ページへお進みください。最後に日本におきましては、XRシリーズの販売が大変好調で、ヘマ

トロジー分野の機器が対前年プラス 98%と大幅に伸長いたしました。試薬は、血液凝固、免疫分

野での採用項目の拡大により増収となりました。 

メディカルロボット事業については、2Qで新たに 3台導入され、上期計で 9台、累計設置台数は

64台となりました。導入台数や症例数の増加に伴い、サービスや鉗子などの消耗品の売上も増加

し、対前年 52%伸長いたしました。 



 

16ページへお進みください。営業利益の増減要因です。営業利益ですが、売上増による粗利の増

加やプロダクトミックスやコストダウンによる原価率の改善などにより、大幅増益となりました。

販管費は、ビジネス拡大に伴う人件費や販売促進費の増加などにより、前年度より 44億円増加、

加えて、社内のデジタル化費用もグローバルでの実装が進みまして 17億円増加しておりますが、

計画内に収まっております。また、研究開発費は、引き続き研究開発テーマの精査を進めており、

昨年度並みの実績となりました。最終的には為替のプラス効果もあり、約 106億円の大幅な増益

となりました。 



 

17ページへお進みください。連結財政状態計算書です。連結財政状態ですが、売上債権の回収に

より、営業債権およびその他の債権が減少いたしました。 

負債は、流動負債の減少により 96億円減少し、資本は利益剰余金の増加などにより、88億円増加

いたしました。 

 



18ページへお進みください。キャッシュフローの推移です。営業キャッシュフローは、税引前利

益の増加や売上債権の回収により、前年度より 194億円増加いたしました。また、社内デジタル

化や、新興国における拠点整備など、前年同等の投資を実施してまいりました。これらの結果、期

末の現金および現金同等物は 162億円となり、増加しております。 

 

19ページへお進みください。このスライドには、ご参考までに、7月から 10月までのニュースリ

リース、トピックスを掲載しております。 



 

ここから成長戦略の進捗と取り組みについてご説明いたします。当社の成長戦略として三つの成長

戦略「新興国戦略」、「既存事業の強化」、「新規事業の拡大」ということを挙げておりますが、

それぞれについてご説明いたします。 

21ページへお進みください。まず、新興国戦略です。インド、ブラジル、そして中東・アフリカ

地域を当社ではMETAと呼んでおりますが、これらの地域において、販売活動を強化した結果、

上期 2Qでは、それぞれプラス 35%、プラス 26%、プラス 16%の成長を遂げることができまし

た。インドの新工場も竣工し、現在は生産開始に向けての準備を進めております。また、中南米や

中東など各地域での展示会などで積極的な販促活動を行っており、下期以降も引き続き好伸長が見

込まれております。 



 

22ページへお進みください。次に二つ目の戦略の既存事業の強化です。 

まず、ヘマトロジー分野は、ここに記載の通り、各地域で XRシリーズの販売が好調に推移してい

ます。次年度はいよいよ米州での販売開始を予定しておりますので、グローバルな伸長が期待でき

ます。 

免疫分野は、これまで中国、アジアを中心に HISCLの販売を進めてきておりますが、この度、中

国において計画よりも早く HISCL-5000の現地生産品の認可を得ることができました。現在、富士

レビオ社との連携を進めながら項目開発も進めております。さらに、アルツハイマー病検査におい

ては欧米での展開を進めております。 

ライフサイエンス分野では、QIAGEN社とのグローバルアライアンスを締結し、具体的な協業可能

性について協議しております。この協業をベースに、ライフサイエンスの収益化を図っていきたい

と思っております。 



 

23ページへお進みください。血液凝固分野です。シーメンス社との OEM契約の効果や、各地域で

の取り組みにより、着実に伸長しております。OEM契約の効果につきましては、EMEAで新規獲

得が順調に進んでおりまして、機器・試薬ともに増収し、血液凝固分野での売上が対前年 20%伸

長いたしました。米州におきましても、入札案件の獲得実績が出てきており、上期の売上としては

前年同等でしたが、順調に受注を増やしていることから、下期以降実績が上がってくるものと見て

います。また、その他の地域においても、成長に向けた取り組みを進めております。 



 

24ページへお進みください。メディカルロボット事業です。2Qで設置予定のシステムの一部が

3Qにずれ込んだ関係で、2Qでは設置は 3台となりましたが、上期全体で設置が 9台になってお

ります。 

hinotoriの受注は順調に進んでおりまして、下期に期待できる内容になっております。 

累積手術数も増加しておりまして、上期末時点で 6,500症例を超えました。 

また、海外展開につきましては、この 8月に新たにマレーシアでの認可を取得しました。既に認可

を取得しておりましたシンガポールでは、先日、初手術が成功しました。アジアでの展開をさらに

進めるとともに、欧州への薬事申請も今年度中に行う予定です。 



 

以上を踏まえた 2025年 3月期の業績予想です。 

26ページへお進みください。通期の業績予想ですが、下期は機器の売上構成が増えることが予想

されるため、原価率を 46.7%に設定し、通期で 46.3%といたしました。また、上期は販管費、研

究開発費とも、よくコントロールできましたので、通期でもそれぞれの公表値からマイナス 10億

円としております。以上により、営業利益を当初予測から 30億円上方修正し、900億円といたし

ます。なお、為替については不透明な部分もありましたので、下期は期初の予測レートを据え置い

ております。 



 

27ページへお進みください。配当に関しては、期初から変更はございません。 

 

28ページへお進みください。最後に中期経営計画に関してです。現在の中計は 2023年度から

2025年度の 3年間となっております。従来はこの中計を 2年ごとに見直すローリング方式を採用

しておりましたが、この方式ではどうしても 3年目、中計の最後の年の結果が曖昧になるという問



題点がありました。3年間の中期経営計画を、できたこと、できなかったことを明確にするため

に、このたび中計を 3年の固定方式へ変更いたします。 

したがって、新しい中計は 2026年度からのスタートとしたいと思います。もちろんこの間、為替

をはじめ、環境変化も起こっておりますので、今年度中に必要な見直しを実施いたします。その詳

細につきましては、2025年の 5月の決算発表のときにご説明したく思っております。 

以上でございます。どうもご清聴ありがとうございました。 

 

以上 


